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Ⅰ．はじめに

　亜熱帯気候下にあって周囲を海洋に囲まれた沖縄本島は，我が
国でも独特の生態系を有し，特に本島北部の森林は，稀少な生物
が生育している。一方，この森林は沖縄県でも林業が盛んな地域
にあるため，森林施業が生物相に及ぼす影響に対する懸念の下，
生物に関する調査が行われている（例えばKotaka et al., 2009）。
しかしながら，沖縄本島北部の森林で，過去の施業履歴が生物の
生育環境に及ぼす影響を，定量的な測定に基づいて評価した例は
ほとんど無い。そこで本研究では，沖縄北部で過去に行われた各
種森林施業が，現在の林内環境に与えている影響を把握すること
を目的に，10 箇所の森林地で日射量・温湿度・風速を 10ヶ月間
連続で測定し，その結果に基づいて各地点の特徴について比較・
考察を行った。 

Ⅱ．観測地及び観測・解析方法の概要

　沖縄県北部の国頭村で，過去の主要な施業履歴が異なる 10 箇
所の森林（図－１）を対象に，微気象要素の観測を行った。表－
１にプロットの詳細を示す。Ｃ１プロットは大貫ら（2010）と同
地点であり，皆伐後 50 年以上が経過していることから，天然林
に近い様相であるとして比較の基準に用いた。その他の観測プ
ロットは，皆伐・植栽後 30 年以上となる林分（図－１・表－１
のＥ２，MY１，及びマツ），育成天然林（育天）施業後 10 年，
５年，１年が経過した林分（図－１・表－１の育天 10，育天５，
育天１），皆伐・植栽後 10 年程度以内の林分（図－１・表－１の
皆伐 10，皆伐５，皆伐１）に大別できる。Ｅ２およびMY１プ
ロットでは，既に植栽樹よりもイタジイが優勢な状況であった。
　 微気象観測点は，林道や施業履歴が異なる林分に近接した地
点にならないように留意して設定した。観測点に鋼管を打ち込み，
これに日射計（Onset 社，S-LIB-M003）・温湿度計（Onset 社，
S-THB-M002）・風速計（Onset 社 , S-WCA-M003）をそれぞれ地
上高 1.2 m・0.8 m・1.4 m に設置して，５分ごとの瞬間値をデー

タロガー（Onset 社，H21-002）に記録した。データは１日ある
いは６時から 18 時の日中を単位として集計し，日積算日射量，
気温日較差，日中平均飽差および日平均風速とした。さらにこれ
らの値を「秋季－冬季」と「春季－夏季」に分けて，それぞれの
期間における平均値および標準偏差を算出し，Ｃ１プロットの値
に対する比較を行った。
　データの解析対象期間は 2009 年 10 月２日から 2010 年７月 31
日であり，上述の秋季－冬季の期間は 10 月～２月，春季－夏季
は３月～７月とした。ただしマツプロットは 2010 年１月９日に
観測を開始しているため，秋季－冬季のデータは参考値となる。
また，育天５では 2010 年５月まで湿度 90 ％以上とみられる高湿
度環境に湿度データが対応していなかったため，日中平均飽差の
比較に用いなかった。
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図－１．微気象観測プロットの設定位置
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Ⅲ．結果と考察

　図－２は微気象要素の集計値を観測地点ごと，季節ごとに示し
たものである。林内の日射量は，Ｅ２・皆伐 10 の値を除く全て
のプロットで，春季－夏季の方が秋季－冬季よりも大きい値と
なった。また，日射量および気温日較差の値は，Ｃ１・植栽後
30 年以上の全プロット・育天 10 が近く，育天５・育天１・皆伐
10 はそれらよりもやや大きく，皆伐５と皆伐１は他のプロット
と大きくかけ離れていた。林内日射量が小さいプロットでは概ね
気温日較差は小さく，被陰状態による入力エネルギーの変化が林
床近くの気温変動に強く影響していると考えられた。一方，日中
飽差の値より，MY１・育天１・皆伐 10 では春季－夏季で湿潤
に大きく転じていた。また，風速は育天 10 で春季－夏季に大幅
に増加していた。これらのプロットで飽差や風速の値が季節変動
する要因については，観測点やプロット周囲の立地環境を詳細に
把握しつつ，さらに考察を進める必要があると考えられる。
　植栽後 30 年以上のプロットでは，Ｃ１の値に対して秋季－冬
季のＥ２の日射量，MY１の飽差および全期間でのマツの飽差が
やや大きいが，それら以外の微気象要素の平均値・変動範囲はほ
ぼＣ１に近く，地点ごとの微気象環境は施業前に近い状況になっ
ていると考えられた。また，育天プロットでは，育天 10 で春季
－夏季の風速以外の要素はほぼＣ１に近く，一方育天５・育天１
では多くの要素が若干Ｃ１での値より大きく，日射量でその差は
明瞭であった。育天 10 は他の育天プロットと離れた場所にある
ために一概に論じることは難しいが，総じて育天プロットに関し
ては以下のような考察が可能である：１）中下層木を構成する樹
木がやや少ないために場所・季節によっては林内に風が通りやす
くなる，２）施業後 10 年程度で上層木による被陰状況は天然林
にかなり近い状態になり，気温の日変動も小さくなる。皆伐後の
期間が短いプロットでは皆伐１・皆伐５で上層木が未発達である
ため，林外に近い環境になっていると推察される。一方，皆伐
10 では全ての要素で皆伐１・皆伐５よりもむしろ育天１・育天
５に近い状態になっており，皆伐－植栽後 10 年程度で森林とし
ての微気象環境に明瞭に移行していることが分かった。
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図－２．プロットごとの微気象観測要素の平均値
（変動幅は期間ごとの標準偏差に対応）

表－１．微気象観測プロットの詳細
プロット名 主な履歴 植栽年 現優先樹種 斜面方位 斜度
Ｃ１ 皆伐，昭60保護指定 昭31－32 イタジイ，サクラツツジ，ツゲモチ 北西300° 38.8°
Ｅ２ 皆伐，平14除間伐 昭54 イタジイ，コバンモチ，エゴノキ 南東140° 37.7°
ＭＹ１ 皆伐，播種 昭39，49 イタジイ，ヒサカキ，エゴノキ 北西290° 30.9°
マツ 皆伐，播種，平５樹下植栽 昭45 リュウキュウマツ，イジュ，フカノキ 北東50° 35.3°
育天10 育成天然林，平11 平11 フカノキ，ヤマモモ，トキワガキ 南西210° 48.9°
育天５ 育成天然林，平17 平17 イタジイ，イスノキ，コバンモチ 尾根  0.8°
育天１ 育成天然林，平20 平20 イタジイ，イスノキ，アデク 尾根  0.1°
皆伐10 皆伐，平７頃造成 平11 イジュ，タブノキ，アカメガシワ 東110° 36.5°
皆伐５ 皆伐，平16頃 平16 クヌギ，イヌマキ 南東120° 33.3°
皆伐１ 皆伐，平21 平22 イジュ，センダン，クスノキ 北西310° 42.9°


